
       

名
古
屋
祇
園
う
ど
ん
・
き
し
め
ん
調
査 

  

展
示
期
間 

令
和
元
年
六
月
十
五
（
土
）
～
六
月
三
〇
（
日
） 

         

 
 

 

『
名
古
屋
市
史 

風
俗
編
』
（
大
正
四
年
刊
）

に
よ
る
と
、
明
治
時
代
の
年
中
行
事
と
し
て
名

古
屋
で
は
旧
暦
六
月
十
六
日
に
「
祇
園
饂
飩
を

食
す
」
風
習
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

名
古
屋
の
こ
と
を
ト
コ
ト
ン
調
べ
る
名
古

屋
な
ん
で
も
調
査
団
で
は
、
祇
園
饂
飩
と
は
ど

の
よ
う
な
風
習
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
名
古
屋

名
物
の
う
ど
ん
・
き
し
め
ん
に
ま
つ
わ
る
風
習

や
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
史
料
調
査
及

び
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

ぎ
お
ん

 

う
ど
ん 



此
地
う
ど
ん
は
な
は
だ
よ
し 

 
名
古
屋
な
ん
で
も
調
査
団
の
現
在
ま
で
の
史
料
調
査

に
よ
り
、
う
ど
ん
は
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
名
古

屋
の
名
物
で
あ
っ
た
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
戯
作
者
（
小
説
家
）
で
あ
る

曲
亭
馬
琴
は
、
そ
の
旅
行
記
『
羈
旅
漫
録
』
に
、
「
名
古

屋
の
天
王
祭
霄
宮
に
家
々
温
飩
を
製
す
る
こ
と
恒
例
な

り
此
地
う
ど
ん
は
な
は
だ
よ
し
」（
「
名
古
屋
の
天
王
祭
」

の
記
事
の
割
注
）
と
書
い
て
い
ま
す
。
馬
琴
が
名
古
屋

に
逗
留
し
た
の
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
六
月
十

二
日
か
ら
二
六
日
の
こ
と
で
、
こ
の
と
き
に
馬
琴
は
名

古
屋
の
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
‐
一
七
八
一
）
に
お

け
る
尾
張
の
各
分
野
に
お
い
て
最
上
の
も
の
を
列
挙
し

た
と
さ
れ
る
『
安
永
本
邦
萬
姓
司
記
』
※
一

に
、「
饂
飩
酒

名
所 

天
下
一
の
味
殊
上
手
、
酒
又
宜 

本
邦
惣
都
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尾
張
人
の
自
画
自
賛
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
名
古
屋
（
尾
張
国
の
都
）
の
う

ど
ん
は
天
下
一
の
味
で
特
別
に
お
い
し
い
と
評
判
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

※
一
『
尾
張
旧
事
記
』 

東
海
地
方
史
学
協
会 

一
九
八
一
年 

所
収 



 
 

『羈旅漫録』 「名古屋の天王祭」の末尾の割注部分に名古屋のうどんのことが書かれています。 

 



 
 

『尾張名所図会 前編 巻之一』 「天王祭 片端試楽」 
 

 名古屋に逗留中の馬琴は六月十四日に津島の友を訪れて津島祭を見物しています。馬琴が再び名古屋に戻ったの

は六月十六日午前のことで、残念ながら六月十五日夜の「天王祭 片端試楽」は見逃したようです。 

 



織
田
信
長
の
父
、
信
秀
は
冷
麺
で
お
も
て
な
し 

 
江
戸
時
代
に
名
古
屋
が
う
ど
ん
先
進
地
域
と
な
る
素

地
は
、
織
田
信
長
の
父
、
織
田
信
秀
の
時
代
に
は
す
で

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
七
月
、

蹴
鞠
の
伝
授
の
た
め
公
卿
の
飛
鳥
井
雅
綱
と
山
科
言
継

が
織
田
信
秀
の
い
る
勝
幡
城
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
信
秀
が
二
人
の
公
卿
の
お
も
て
な
し
に
ふ
る
ま
っ

た
料
理
は
、
「
冷
麺
」
で
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
山
科
言
継
の
日
記
（
『
言
継
卿
記
』
）
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
冷
麺
」
に
つ
い
て
、
『
日

本
め
ん
食
文
化
の
一
三
〇
〇
年 

増
補
版
』(
奥
村
彪
生
著 

農
山
漁
村
文
化
協
会 

二
〇
一
四
年)

は
、
「
冷
し
そ
う
め

ん
（
略
し
て
冷
麺
）
」
だ
と
し
て
い
ま
す
※
二

。 

ま
た
、
山
科
言
継
の
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
八

月
十
六
日
・
十
七
日
の
日
記
に
は
、
友
人
と
の
連
歌
会

で
酒
の
肴
に
「
き
し
め
ん
」
を
食
べ
た
こ
と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
頃
の
き
し
め
ん
（
碁
子
麺
）

は
「
直
径
二
・
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
碁
石
型
」
を
し
て

い
た
そ
う
で
、
き
し
め
ん
の
形
が
帯
状
に
変
わ
る
の
は

江
戸
時
代
の
こ
と
で
し
た
※
三

。 

※
二
『
日
本
め
ん
食
文
化
の
一
三
〇
〇
年 

増
補
版
』
ニ
〇
〇
頁
、
※
三 

同
一
二
一
頁 



名
古
府
下
六
月
十
六
日
、
家
々
冷
麺
を
甞
て
時
食
と
す 

 
織
田
信
秀
が
二
人
の
公
卿
に
冷
麺
を
ふ
る
ま
っ
た
勝

幡
城
は
、
現
在
の
愛
西
市
勝
幡
町
と
稲
沢
市
平
和
町
に

ま
た
が
る
地
域
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

名
古
屋
近
郊
で
は
あ
り
ま
す
が
、
名
古
屋
で
の
出
来
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋
で
冷
麺
が
食
べ
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
記
し
た
史
料
と
し
て
は
、
天
野
信
景
（
江
戸

時
代
中
期
の
尾
張
藩
士
）
の
『
塩
尻
』
が
あ
り
ま
す
。 

博
学
多
識
の
天
野
信
景
は
、
「
か
つ
て
」
名
古
屋
城
下

（
名
古
府
下
）
に
は
六
月
十
六
日
に
家
々
で
冷
麺
を
食

べ
る
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
風
習
は
江

戸
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
六
月
十
六
日
の
「
嘉
定
」
の

年
中
行
事
や
牛
頭
天
王
を
祭
る
津
島
社
で
六
月
十
六
日

夜
に
「
束
葦
を
流
す
」
（
津
島
神
社
の
第
一
の
秘
祭
と
さ

れ
る
御
葭
流
し
の
神
事
）
の
と
同
様
に
「
六
月
祓
の
遺

風
」
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
が
書
か
れ
た
巻
之
五
は
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
※
四

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
か
つ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
元
禄
十
二
年
頃
に
は
冷

麺
の
風
習
は
途
絶
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

※
四
『
日
本
随
筆
大
成 

第
三
期
十
三
』 

解
題 

五
頁 



 
『
塩
尻
』 

天
野
信
景
著 

 

巻
之
五 

 

問
、
名
古
府
下
六
月
十
六
日
、
家
々
冷
麺
を
甞
て
時
食

と
す
、
是
何
の
謂
ぞ
や
。 

 

曰
、
是
嘉
定
の
賀
也
。
嘉
定
も
と
其
起
原
を
詳
に
せ
ず
、

室
町
公
方
家
の
時
よ
り
始
る
と
い
ふ
。
朝
家
今
嘉
通
と

称
せ
ら
る
、
是
納
涼
の
会
に
し
て
其
実
は
六
月
祓
の
遺

風
な
り
。
京
都
東
河
原
及
び
下
鴨
の
納
涼
、
他
境
か
ゝ

る
事
あ
る
事
を
聞
侍
ら
ず
。
凡
諸
州
此
月
天
王
祭
を
す

る
も
の
皆
六
月
祓
な
り
。
吾
海
部
郡
津
島
社
六
月
十
六

日
夜
、
束
葦
を
流
す
も
は
ら
へ
つ
物
な
り
け
り
。
牛
頭

天
王
疫
を
は
ら
ふ
事
を
司
賜
ふ
と
て
国
民
ま
つ
る
は

本
仏
家
の
事
な
れ
ど
も
、
中
世
よ
り
素
盞
烏
尊
に
習
合

し
て
蘇
民
将
来
の
故
事
を
云
の
み
。 

 

（
『
日
本
随
筆
大
成 

第
三
期
十
三
』 

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部 

編 

吉
川
弘
文
館 

一
九
七
七
年
） 



御
城
擁
護
の
鎮
守
、
府
下
の
氏
神 

 
天
野
信
景
が
六
月
十
六
日
の
冷
麺
の
風
習
と
関
係
が

あ
る
と
し
た
牛
頭
天
王
は
、
も
と
と
も
は
イ
ン
ド
の
祇

園
精
舎
の
守
護
神
で
、
日
本
に
伝
来
以
降
、
御
霊
信
仰

と
も
結
び
つ
き
、
恐
ろ
し
い
行
疫
神
で
あ
り
つ
つ
防
疫

の
神
で
も
あ
る
※
五

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
牛
頭
天
王
と
名
古
屋
は
か
な
り
深
い
結

び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
徳
川
家

康
を
祭
っ
た
東
照
宮
の
隣
に
位
置
す
る
「
亀
尾
天
王
社
」

の
祭
神
は
素
盞
烏
尊
で
す
が
、
そ
の
正
体
は
牛
頭
天
王

だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
名
古
屋
城
築
城
に
あ
た
り
、

以
前
か
ら
こ
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
天
王
社
を
他
に
遷

す
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
質
時
代
を

天
王
坊
で
過
ご
し
た
家
康
の
思
召
し
に
よ
り
神
前
で
く

じ
を
行
な
っ
た
結
果
、
他
に
遷
す
こ
と
は
と
り
や
め
と

な
り
、
牛
頭
天
王
は
「
御
城
擁
護
の
鎮
守
、
府
下
の
氏

神
」
と
し
て
祭
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
※
六

。
つ
ま

り
、
牛
頭
天
王
は
名
古
屋
の
氏
神
だ
っ
た
の
で
す
。 

※
五
『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』
小
松
和
彦
監
修 

東
京
堂
出
版 

ニ
〇
一
三
年 

※
六
『
尾
張
名
所
図
会 

前
編 

巻
之
一
』 

天
保
十
五
年 



 
 

『名古屋城三之丸図』（市 20-158）部分 赤い正方形が天守閣で、その南（下）に「牛頭天王」の文字があります。 

 



 
 

 

『尾張名所図会 前編 巻之一』 「亀尾天王社」 
 

 亀尾天王社の本社の北（上）には名古屋城天守閣があります。境内には参詣の人々が描かれていますが、府下の

氏神とされた亀尾天王社は、「小児の髪置 袴着をはじめ、詣人常に絶ゆる事なし」だったそうです。 
 



牛
頭
天
王
の
后
は
歳
徳
神 

 
名
古
屋
城
の
郭
内
に
あ
っ
た
亀
尾
天
王
社
は
、
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
に
現
在
の
中
区
丸
の
内
二
丁
目
に

遷
座
し
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
那
古
野
神

社
と
な
り
ま
し
た
。
遷
座
は
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

と
同
様
に
隣
に
は
東
照
宮
が
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
、
牛
頭
天
王
よ
り
も
そ
の
后
で

あ
る
頗
利
采
女
の
方
が
よ
り
身
近
な
存
在
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
近
年
盛
ん
に
な
っ
た
恵
方
巻
き
の
恵
方
と

い
う
の
は
、
歳
徳
神
の
い
る
方
位
の
こ
と
で
、
『
簠
簋
内

伝
金
烏
玉
兎
集
』
に
よ
る
と
、
頗
利
采
女
が
い
る
方
位

が
「
歳
徳
神
の
方
」
と
な
る
の
で
す
。 

江
戸
時
代
、
名
古
屋
で
は
正
月
十
八
日
に
尾
張
四
観

音
の
う
ち
、
そ
の
年
の
恵
方
に
あ
た
る
観
音
を
詣
で
る

恵
方
参
り
の
風
習
が
あ
り
ま
し
た
※
七

。
し
た
が
っ
て
、

名
古
屋
で
は
、
観
音
の
縁
日
で
あ
る
正
月
十
八
日
（
初

観
音
）
に
は
牛
頭
天
王
の
后
が
い
る
方
位
の
恵
方
観
音

を
詣
で
、
六
月
十
六
日
の
牛
頭
天
王
の
祭
り
の
日
に
は

家
々
で
う
ど
ん
を
食
べ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
七 

例
え
ば
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
五
巻
解
読
編
』 

二
七
頁 

き
さ
き 



史
料
に
見
る
祗
園
饂
飩
の
風
習 

 
冷
麺
か
ら
う
ど
ん
へ
と
微
妙
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

名
古
屋
で
六
月
十
六
日
に
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
い
く
つ
か
の
史
料
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
刊
の
『
名
古
屋
市
史 

風
俗
編
』
で

は
「
祇
園
饂
飩
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
張
州
年
中
行
事
鈔
」
（
『
名
古
屋
叢
書
三
編 
第
八
巻
』
） 

二
六
八
頁 

自
序
明
和
六
年
（
一
七
六
九
） 

 

○
嘉
祥
賜
食 

此
日
、
諸
士
登
城
し
て
餅
餗
等
の
賜
物
。
士
家
戸
々
温

飩
を
製
し
て
家
擧
て
食
ふ
。 

 

「
家
例
年
中
行
事
」
（
『
ひ
が
し 

八
号
』
） 

二
二
頁 

安
永
年
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
写
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
八
月
写
改 

一
饂
飩
、
打
寄
、
心
次
第
ニ
上
下
と
も
い
わ
ゐ
候
事 

 

『
名
古
屋
市
史 

風
俗
編
』 

年
中
行
事 

徳
川
時
代 

七
二
三
頁 

（
六
月
暦
）
十
六
日 

嘉
祥
の
祝
儀
登
城
、
家
々
饂
飩

を
製
し
て
之
を
食
す 

 

『
名
古
屋
市
史 

風
俗
編
』 

年
中
行
事 

明
治
時
代 

七
四
三
頁 

（
舊
六
月
暦
）
十
六
日 

祇
園
饂
飩
を
食
す 



 
 

『尾陽歳事記』（市 16-95） 天保 15 年（1844）成立 「なごやコレクション」58 コマ 
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